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平成 27 年度 社会福祉法人智泉会事業計画

超高齢社会の到来に向けて市民が安心して老後を迎えられるよう職員の資質向上に

努めるとともに、現下の厳しい雇用情勢と人材の流動化が進むなかで人材の育成がよ

り求められます。

こうした背景からキャリアパス要綱を視点に施設内研修や施設外研修に努めて、相

互啓発を目途に職務・職責に必要な能力を培っていきます。

１ 事業運営基本計画

（１）サービスを利用される方々から慕われ感謝される職員像をめざします。礼儀

や挨拶・ことば遣いなど、利用者に寄り添った職務遂行に向けて取り組みます。

（２）資格取得のための研修や、知識・技術向上のための各種研修会の受講につい

てその費用負担など、法人支援を行います。

（３）昨年度に引き続き建物や設備等の保守点検業務の維持・管理と更新に努めま

す。

重点施策

（１）利用者への自立支援に向けたモニタリング及びアセスメント、カンファレン

スに則した支援方法の評価・検討から、より確かな支援に向けた方途を思考し

ます。

（２）サービス提供とリスク管理に努めます。

（３）各種設備や備品について、耐用年数などを加味した維持管理と、必要なメン

テナンスや更新を行います。

（４）施設内実習や介護体験生の受け入れ、地域の保育園児、小・中学生との世代

間交流をはかる他、ボランティア受け入れに努めます。

（５）清新高齢者支援センター事務所移転を行います。

（６）その他法人運営に必要な事項
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２ 施設・事業所の職員配置 （ 常勤 ＝ 週 40 時間以上勤務する職員 ）

① 特別養護老人ホーム・短期入所生活介護事業所 ② 認知症対応型通所介護事業所

常 勤 非常勤 常 勤 非常勤
職 種

専 従 兼 務 専 従 兼 務
計 職 種

専 従 兼 務 専 従 兼 務
計

施 設 長 1 1 施 設 長 1 1

事 務 員 2 2 相 談 員 1 1

相 談 員 2 2 介 護 士 3 3

ｹｱﾏﾈｰｼﾞｬｰ 1 1 栄 養 士 1 1

看 護 師 3 2 5 計 0 6 0 0 6

介 護 士 25 25

栄 養 士 1 1 ③ 清新デイサービスセンター

医 師 等 4 4 常 勤 非常勤

介護助手 10 10
職 種

専 従 兼 務 専 従 兼 務
計

清 掃 員 2 2 施 設 長 1 1

洗 濯 員 2 2 管 理 者 1 1

運 転 手 1 1 事 務 員 2 2

宿 直 員 4 4 相 談 員 1 1

計 0 35 4 21 60 看 護 師 2 2

介 護 士 3 6 9

栄 養 士 1 1

清 掃 員 1 1

計 0 9 0 9 18

④ ケアハウス                  ⑤ 居宅介護支援センター

常 勤 非常勤 常 勤 非常勤
職 種

専 従 兼 務 専 従 兼 務
計 職 種

専 従 兼 務 専 従 兼 務
計

施 設 長 1 1 管 理 者 1 1

事 務 員 2 2 ｹｱﾏﾈｰｼﾞｬｰ 3 3

相 談 員 1 1 計 3 1 0 0 4

介 護 士 1 1

栄 養 士 1 1

清 掃 員 2 2

宿 直 員 4 4

調 理 員 1 1

計 2 4 3 4 13

  ⑥ 清新地域包括支援センター

常 勤 非常勤
職 種

専 従 兼 務 専 従 兼 務
計

施 設 長 1 1

保 健 師 1 1

主 任 ｹｱﾏﾈｰｼﾞｬｰ 1 1

社 会 福 祉 士 1 1

ｹｱﾏﾈｰｼﾞｬｰ 3 3

計 6 1 0 0 7
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３ 定員及び定員利用率

定 員 27 年度予算 26 年度予測 前年利用率比

特別養護老人ホーム 54 51.5 50.5 101.98％

短期入所生活介護事業 16 9.0 9.0 100.00％

認知症通所介護事業 12 7.0 5.8 120.69％

清新デイサービス 27 25.0 25.0 100.0％

居宅介護支援事業 140 110.0 87.0 126.43％

ケアハウス 30 29.5 29.5 100.00％

４ 施設内研修計画

研修内容 担当者 研修内容 担当者

事故対策 事故対策

身体拘束
30 各委員会

身体拘束
30 各委員会4 月

下旬
各部署会議 30

10 月

下旬
各部署会議 30

褥瘡 褥瘡

感染症
30 各委員会

感染症
30 各委員会5 月

下旬
各部署会議 30

11 月

下旬
各部署会議 30

6 月 全体研修会 12 月 全体研修会

救急対応 救急対応

看取り 看取り

経管吸引

30 医務室

経管吸引

30 医務室7 月

下旬

各部署会議 30

1 月

下旬

各部署会議 30

8 月 夏祭り 食中毒

食中毒 衛生管理
30

栄養士

各委員会

衛生管理
30

栄養士

各委員会

2 月

下旬
各部署会議 30

9 月

下旬
各部署会議 30 3 月 予備月

５ 事 業

（１）理事会・評議員会の開催

（２）市補助金要請、県、市借入償還金補助要請、福祉医療機構借入金償還事務

（３）その他法人本部の役割達成に必要な事項

（４）収支予算 別紙収支計算書のとおり
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平成 27 年度特別養護老人ホームはあとぴあ事業計画

平成 27 年度短期入所生活介護事業所はあとぴあ事業計画

１ 利用定員 70 名（特養 54 名・短期 16 名）

２ 職員定数 60 名（常勤 35 名・非常勤 25 名）

３ 事業目標

（１）居宅介護支援事業所、老人保健施設・病院及びご家族から、利用者及び入所

者の身体機能の情報、医療、日常生活面での詳細な情報を収集して自立支援を

目指します。ご自宅では日々のバイタルサインによる医療的管理は困難です。

居宅介護支援事業所・ご家族との連携を密に取り組みます。

また、短期入所生活介護（ショートステイ）利用時に携帯された衣類等の管

理不足も見られます。返却ミスなどのないよう入所時の確認を行い、防止に努

めます。

（２）入所者の自立支援を目指します。

指を動かす・食事をする・入浴するなど、日常生活を送る上で必要な機能の

保持・回復をサポートする作業療法士のもと、仕事・趣味・遊びなどの余暇活

動を利用した機能訓練に努めます。

（３）入所者の QOL に配慮した生活支援を心掛け、P（Plan）、D（Do）、C（Check）、

A（Action）をとおして介護の質の向上に努めます。

支援は職員の経験と力量によって差が見られ、標準化した支援に向けた相互

啓発と指導育成の充実には、OJT 及び技能評価指導、フロア会議等の充実が不

可欠です。職員の力量に合わせた指導・育成を行います。

（４）意思疎通の困難な方や医療的処置の必要な方の増加により、介助時等の支援

が職員の思い込みにならぬよう、また嘱託医との緊密な連絡体制を維持しつつ、

状態に沿った支援を目指します。

また、周知内容の欠落から情報共有が十分とは言えなかった面も見られます。

指示と確認及び報告、この取り組みを徹底します。

（５）利用者の生活リズムに沿った支援を提供できるよう職員の動態を常に考え見

直し、支援体制の強化に取り組みます。

（６）接遇力（節度あるマナー）の向上を目指し、好感の持たれる施設環境を構築

します。

職員の挨拶、言葉遣い、姿勢・態度は、その善し悪しが大きな要素です。常

に自らを律して努力することが必要です。こうした姿勢を培います。

４ 入所者処遇

目 標：心理的安定と安全確保のため、一人ひとりのその人らしさを大切にする

尊厳を重視し、個別性に力点をおいた支援を目指します。

（１）個別支援の充実

① レクリエーション、コミュニケーション、余暇活動等の充実を図るための

時間を創出し、笑顔が引き出せる関係づくりに努めます。

② モニタリング、アセスメント及びカンファレンスをとおして、生きがいを

提供できるケアプランの作成・支援記録の充実、評価に努めます。

③ 身体を始めとする清潔保持と環境整備に努めます。

④ 作業療法士の良肢位指導等による残存機能の維持に努めます。
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⑤ グループ活動の充実、評価に努めます。

⑥ 家族会（説明）を年 2 回以上開催します。

⑦ ご家族との連携による個別支援の充実、評価に努めます。

入所者に身体機能の低下が見られ食事等の介助に苦慮しますが、声かけや

ご家族との連携で、嗜好食の提供は摂食行為の回復に繋がりました。経験あ

る職員と少ない職員間では支援内容で差がみられますが、技量の向上を目指

します。

（２）身体拘束ゼロの推進

    利用者個々の人格と尊厳を尊重し、身体拘束その他の行動制限を廃止する

ことで身体的・精神的苦痛を与えないよう身体拘束ゼロに取り組みます。現

在、身体拘束事例はありませんが、やむを得ず拘束にいたる場合は次の３要

件、緊急性・非代替性・一時的とする方針を忘れることなく、やむを得ずこ

れに至るときは事前に利用者もしくはご家族の了解を得るほか、拘束前・中・

後の記録を残します。

（３）事故予防

利用者の状態を観察する目を養い、変化を見逃さないように努めます。ま

た誤薬については、複数の職員間での確認に努めます。

（４）苦情解決

利用者やご家族との連携をはかり、ご指摘や相談事など気軽に話していた

だけるような雰囲気づくりに心がけます。また苦情を受けた場合には迅速に

対応します。

（５）高齢者虐待防止法と人権擁護

入所者及び利用者の人権及び尊厳保持の視点から、心理的・身体的虐待に

ついて周知します。言葉かけや介護拒否等がある場合は、時間をあけるなど、

その人らしさを尊重した支援に努めます。

（６）送迎

① 利用者に係る在宅生活と施設サービスの情報交換と共有

② 運転操作及び安全確保の徹底

③ 昇降機取り扱いの安全確保

（７）職員研修

① 入所者及び利用者支援の情報の交換と共有

② 専門的能力、伝達能力の向上

③ 施設内研修の充実と職務経験年数に応じた各種研修への参加

経験年数による研修参加はもとより、施設外研修職員による伝達講習会

を開催して周知を図るなど、積極的に研修の場を用意します。

５ 健康管理

（１）感染症の予防・防止

① 年 2 回の健康診断の実施

② インフルエンザ予防接種の実施

③ 感染対策委員会・食中毒予防委員会の開催

④ 衛生管理委員会の開催

（２）緊急時の連絡体制による迅速な情報伝達の周知

（３）日常生活動作訓練（生活リハビリテーションの強化＝余暇活動の強化を考え

る）

   ① 褥瘡予防、良肢位

   ② 日常生活動作の維持と促進

   ③ ポジショニング・シーティング
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   ④ 口腔機能の維持

（４）看護・介護の勉強会

    ・吸引、胃瘻、疾患（糖尿病等）、ターミナルケア等。

６ 会議・委員会・担当者

（１）会 議

・サービス会議     ・ワーカー会議    

・主任、リーダー会議  ・フロア会議

（２）委員会（月 1 回及び随時開催）

・身体拘束廃止委員会 ・事故防止委員会     ・苦情処理委員会

・衛生管理委員会   ・感染防止（環境）委員会 ・食事サービス委員会

・栄養管理委員会   ・防災対策委員会     ・入退所判定委員会

・褥瘡対策委員会   ・入所検討委員会     ・安全管理対策委員会

（３）担当者会

・研修担当者会   ・物品担当者会      ・機能訓練担当者会

・実習担当者会   ・ボランティア担当者会 ・排泄担当者会

・入浴担当者会   ・口腔ケア担当者会

７ 防災計画

人命の安全確保と被害防止のための予防策をたて、入所者と職員が一体となって

防災訓練、避難訓練の徹底を図ります。

施設長 総指揮をとる。

事務室職員 連絡を担当する。

生活相談員 報告を担当する。

介護職員その他の職員 救助・避難誘導・消火を担当する。

８ 生活表

起床・洗面     ６：３０～７：３０

更衣・整容     ７：３０～８：００

朝   食     ８：００～８：４０

口腔ケア

リハビリ体操    ９：００～１１：００

入   浴     （お茶 １０：００～１０：２０）

     

昼   食     １２：００～１２：４０

口腔ケア

レクリエーション  １３：００～１７：００

機能回復訓練    （おやつ：１５：００～１５：２０）

            （入 浴：１３：００～１６：００）

夕   食     １８：００～１８：４０

口腔ケア     １８：３０～１９：４０

更衣・整容     

消   灯     ２１：００
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９ 職員体制

職 名 施設長 事務員 介 護 支 援 専 門 員 生活相 談員 管理栄 養士

人 数 1 名 2 名 1 名 2 名 1 名

職 名 介 護 職 員 （ 特 養 ） 介 護 職 員 （ 短 期 ） 看護職 員 医師等 その他 合 計

常 勤 非 常 勤 常 勤 非 常 勤 常 勤 非 常 勤
人 数

19 名 9 名 6 名 - 3 名 2 名
4 名 10 名 60 名

10 行事計画

月 行事名 目   的

4 月 花見（桜） 桜の下、散歩を楽しみ季節感を感じていただく。

5 月 鯉のぼり見学
子供の健やかな成長を祈念する。鯉のぼり見学を通して

共感の気持ちを味わう。

6 月 ピクニック 外気に触れ太陽の下おやつをいただき気分転換を図る。

7 月 七夕 七夕飾りを作成・結び・季節の風習に思いをはせる。

8 月 納涼祭
ご家族・地域の方の参加をいただき、ご利用者・ご家族

様・職員一緒に夏祭りを盛り上げ楽しむ。

敬老会
地区主催：賀寿の方に参加いただき、地域の方と交流を

図る機会を持つ。

施設主催：ご家族とともに長寿を祝う。9 月

音楽のつどい
ボランティアの方によるフルート演奏・合唱等にてふれ

あい交流を持つ。

10 月
おやつ会

運動会

秋の味覚を利用しておやつを手作りし味わう。

様々な競技を考え、身体を動かしての可能な種目に参加

いただき秋の 1 日を楽しむ。

11 月 紅葉見学 小春日和の中、おやつを食しながら紅葉を楽しむ

12 月 クリスマス会
ご家族の参加をいただき、ご利用者・職員と共にクリス

マスの雰囲気を味わう。

1 月 初詣 神社に参拝・おみくじを引き新たな年をことほぐ。

2 月 節分
悪霊を払い福を呼ぶ豆まき行事を通して日本古来の文化

を味わう

３月 ひな祭り
五節句のひとつである桃の節句は、ひな人形を観賞し祝

う。
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11 レクリエーション活動計画

活 動 項 目 日 程 活  動   内   容

誕生会 第 2 週随時
昼 食 は 行 事 食 を 味 わ っ て い た だ き 、 午 後 は そ の 月 の 誕 生 日 を 迎 え た 方 を

囲 ん で お 祝 い し ま す

工作・リズム体操 月 1 回
ボ ラ ン テ ィ ア の 方 の 指 導を 受 け な が ら の 小 物 作 り 、歌 い な

が ら リ ズ ム 体 操 を 楽 し みま す

保育園児と交流 第 4 火曜日 相 模 原 保 育 園 児 の 皆 さ んと の 交 流 を 楽 し み ま す

ボランティアの催し物 随 時
懐 メ ロ 大 会 や 他 施 設 入 居者・老 人 ク ラ ブ の 方 々 の 歌 と 踊 り

を 楽 し み ま す

カラオケ大会 随 時 懐 か し い 曲 目 を 選 び マ イク を も っ て 唄 い ま す

12 資金計画

別紙 収支計算書のとおり
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平成 27 年度認知症対応型通所介護事業所はあとぴあ事業計画

１ 利用定員 12 名

２ 職員定数  6 名（常勤 6 名）

３ 10:00～17:20 の 7 時間 20 分

４ 事業目標

（１）居宅介護支援事業所および各関連機関と情報を共有し、自立支援を目指しま

す。

  ①情報共有

    個々の「したいこと」「していること」「できること」について各関連機関

と情報を共有し、自立支援につなげます。

  ②自立支援

   ・個々の身体機能レベルに応じた、機能を奪わない声かけ・支援 (介助方法・

手段)を行います。

   ・個々の精神状態と認知機能レベルに応じた適切なコミュニケーションによ

り他者との交流と活動を促し、心身の活性化を図ります。

   ・ボランティア活動をはじめとする社会参加を援助し、自身の存在価値と社

会的地位を感じることができる活動を提供します。

（２）弾力的なサービス提供により、利用者の QOL 向上を目指します。

    ・事業所内にとどまらず活動の場を地域へ広げることで、個々のニーズの実

現により近付けるよう支援します。

    ・社会とのつながりを自ら持つことができない認知症高齢者が、どのような

状態であっても地域での暮らしを続けることができるよう支援します。

５ 利用者処遇

目標 : 心理的安定と完全確保のため、一人ひとりの尊厳を大切に個別性に力点

を置いた支援を目指します。

（１）個別支援の充実

①モニタリング、アセスメント及びカンファレンスを通して、生きがいを提供

するケアプランの作成と支援記録の充実、評価

多角的な視点で個々のニーズを捉えられるよう、全職員がアセスメント・カ

ンファレンス・モニタリング・記録業務に携わります。

②身体をはじめとする清潔保持と環境整備

・利用者の身体状況に合わせ、一般浴または機械浴を実施します。

・心身の状態に配慮しながら、シャワー浴や部分浴、清拭等で対応し、清潔

保持に努めます。

・皮膚の状態を観察し、褥瘡をはじめとする皮膚トラブルの早期発見・早期

対応に努めます。

・食後の口腔ケアにより残渣物の残留を予防します。

③アクティビティ活動やレクリエーション、余暇活動の充実

・活動の提供について、漫然かつ画一的にならないようリーダー制を継続し

て行います。

・見当識を失った認知症の方々に季節を感じて頂くことを意識し、季節に応

じた製作活動や外出活動を提供します。



- 10 -

・利用者個々の人生歴を重視した活動の提供を継続します。活動そのものに

こだわらず、利用者が持つ知識を「人に教える機会」や「人前で披露する機

会」をさり気ない会話の中で作ることに重点を置くよう努めます。

④介護支援専門員、ご家族との連携による個別支援の充実、評価

・デイサービス利用時に限らず日常生活全般においての困り事を的確に抽出

し、予測も立てた上で介護支援専門員に報告します。特に、デイサービスだ

けで解決するには限界がある医療面での課題は受診など家族の負担が大きい

ため、医療との連携の必要性を介護支援専門員との双方から家族へアプロー

チできるよう努めます。

・認知症の鑑別診断書のない利用者が増えており、日常的なケアの助言と併

せて受診も勧めて行きます。

（２）身体拘束ゼロの推進

①身体拘束 3 要件に即した身体拘束と記録の充実、利用者等の同意

    現在、該当者なし。

②必要性及び方法等の再検討と情報の共有

現在、該当者はないが、デイサービス会議で身体拘束に関する研修の場を

もうけています。情報の共有を図れるよう今後も継続して行います。

③必要に応じたケアプランの検討評価

     現在、該当者なし。

（３）事故防止

    ・事例検討により、予防策に重点を置いたケアプランの検討評価

デイサービス事故防止委員会で事故報告書、ひやりはっと報告書を全員

で振り返ります。事故防止策を再確認し、必要に応じてケアプランに盛り

込んだ対応を徹底します。

（４）苦情解決

    ・制度を理解した迅速な対応

      苦情ケース 0 件。

（５）高齢者虐待防止法と人権擁護の周知

    ・心理的・身体的虐待の周知

      虐待ケース 0 件。

入浴時の全身観察、利用者の様子観察、送迎時でのご家族の言動の観察

により、虐待の早期発見と迅速な対応につながるよう努めます。

デイサービス高齢者虐待防止マニュアル見直しに全員で取り組むこと

により、内容の周知を図ります。

（６）送迎

①居宅生活と事業所サービスの情報交換と共有

送迎時には職員がデマンドを聞き取ります。言葉にしづらいニーズを汲み

取った際は必ず生活相談員に報告することにより、事後対応につなげます。

②運転操作及び安全確保の徹底

運転及び各機能操作を的確に行います。

乗車中の利用者の心身の変化に速やかに対応するため、起こりやすい症状

とその対応についてデイサービス会議で事業所内研修の場をもうけて定期

的に業務マニュアルの見直しを行います。

③昇降機取り扱いの安全確保

     適切に手順を踏むよう教育を継続して行います。

（７）職員研修

①利用者支援情報の交換と共有

朝の申し送りと、申し送り書類の閲覧方式により情報の共有を図ることを
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継続して行います。

②専門的能力、伝達能力の向上

職員の能力に応じた外部研修の機会をもうけ、デイサービス会議での伝達

講習にて伝達能力の向上を図ります。

③施設内研修の充実と職務年数に応じた各種研修への参加

施設全体研修の参加を促します。

デイサービス会議内で研修の場をもうけ、認知症の知識から施設内設備な

ど幅広く学ぶことを継続します。

６ 健康管理

（１）感染症の予防・防止

①感染対策委員会の開催

②衛生管理委員会の開催

（２）緊急時連絡体制をもとにした迅速な情報伝達の周知

７ 会議・委員会

（１）会議（月 1 回及び随時開催）

    ・デイサービス会議

（２）委員会（月 1 回及び随時開催）

    ・デイサービス事故防止委員会

    ・衛生管理委員会

    ・感染防止（環境）委員会

８ 防災訓練

人命の安全確保と被害防止のために予防策を立て、利用者と職員が一体となった

防災訓練、避難訓練の徹底を図ります。

施設長 総指揮を取る。

生活相談員 連絡を担当する。

介護職員とその他の職員 避難誘導・消火を担当する。

９ 生活表

迎 え          ９：００～１０：００

   健康チェック               

入 浴          １０：００～１２：１５

   休 養

   昼 食                    １２：１５～

   アクティビティ活動     １３：３０～１７：２０

   送 り                    １７：２０

10 職員体制

職 名 施設長 生 活 相 談 員 介護職員 栄養士 機 能 訓 練 指 導 員 計

人 員 兼 務 1 名 3 名 兼 務
1 名

(兼 介 護 職 )
6 名
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11 行事計画

デイサービス夏祭りやクリスマス会をはじめ、季節ごとに随時実施します。

12 資金計画

  別紙 収支計算書のとおり
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平成 27 年度居宅介護支援センターはあとぴあ事業計画

１ 計画定員 140 名（35 ケース／人）

２ 職員定数 4 名（常勤 4 名）

３ 事業目標

   利用者・ご家族の意向に基づき自立支援と生活の質の向上に努めます。支援に

あたっては各サービス事業者とケアプランの課題を共有して情報交換を密に行い、

保健福祉行政機関、医療機関等との連携に努め適切な支援に留意します。

   訪問・面接から得た利用者のニーズに基づき、ケアプランを作成します。プラ

ン実施にあたっては各サービス事業者との担当者会議、情報提供を行う他、行政・

医療機関との連携をその都度行い、連携に努めます。今後も常に課題を共有し関

係機関、高齢者支援センターとの連携に努力します。

４ 事業計画

（１）被保険者及び家族の相談対応及び支援

     サービス利用実績にかかわらず、相談支援に努め、支援強化を行います。

（２）被保険者の訪問調査及び家族への面接

     モニタリング管理票に基づき、欠かさず訪問調査、面接を行い、在宅生活

のよりよい支援に努めます。

（３）指定居宅サービス事業者に関する情報提供

     速やかな情報提供、必要に応じた担当者会議の開催など課題解決に向けた

取り組みをより進めます。

（４）居宅サービス計画の作成

     新規・更新・区分変更時にケアプランを作成します。サービス変更の際は、

ケアプランを見直し、状態に応じた居宅支援を心がけます。

（５）サービス課題の把握、分析及び評価

     アセスメントツール・MDS-HC 方式にて課題の把握・分析・評価を基に適切

な支援を行います。

（６）保健医療・福祉サービス提供機関との連携

     支援困難ケースにおいては高齢者支援センターへの相談連携と包括的支援

に取り組みます。

（７）市との連携

     関連制度（障害サービス・生活保護など）への確認、手続きを必要に応じ

て支援し、求められる必要な支援を行います。

（８）事故発生時の対応

     夜間の連絡手順について定期的に確認を行い、連絡体制の強化を図ります。

（９） その他

     各種研修、勉強会等に参加して情報入手に努め、質的向上を図ります。

５ 防災計画

  非常災害時は利用者の生活状況を把握して必要な措置を講じます。

管 理 者 総指揮をとる。

介護支援専門員 利用者の生活状況を把握する。

法人職員 必要に応じ応援を求める。
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６ 職員体制

職  名 管 理 者 介護支援専門員 計

人  員 1 名 3 名 4 名

７ 資金計画

  別紙 収支計算書のとおり
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平成 27 年度市立清新デイサービスセンター事業計画

１ 施設の管理運営に係る基本的な理念

指定管理者制度下における公的機関、市立清新デイサービスセンターの受託者

に求められる管理運営等の責務は、安全性、公平性、客観性、透明性にあります。

この責務を念頭に地域住民に愛され親しまれる管理者として取り組みます。

介護サービスは、言うまでもなく高齢者福祉の増進に寄与する営み。人として

その人らしく利用いただくには、常に利用者やご家族の声に耳を傾ける姿勢が求

められます。共に老い、限りある人生にあって利用者との共存的な態度、共感す

ることのできる心。日々が利用者の思い出づくりに資することを願って今後も管

理運営に努めます。

２ デイサービスセンターの施設等の維持管理に関する業務の具体的な計画

定められた施設等の維持管理の他、法人が委託する管理会社の月次点検、応急

的な機器の調整や補修等は法人と連携して行います。また、設備・備品等の補修

や新規購入は不可欠な要素です。環境整備が新たな雰囲気をかもしだします。相

模原市長の許可を得て今後もうるおいと安らぎのある環境整備に努めます。

実施項目
保守・管理等の内容

法 定 市基準 自 主
実施回数 実施月 実施方法

月次建物点検 ○ 12 回 /年 委託業務

自家用電気工作物保安管理業務 ○ ○ 6 回 /年 隔月実施 委託業務

消防設備点検業務 ○ ○ 2 回 /年 3・9 月 委託業務

日常清掃業務 ○ 毎営業日 月～金 委託業務

定期清掃業務 ※1 ○ 1 回 /年 8 月 委託業務

定期清掃業務 ※2 ○ 2 回 /年 1・7 月 委託業務

機械警備業務 ○ 通 年 委託業務

自動ドア保守点検 ○ 3 回 /年 5・ 9・ 1 月 委託業務

電話設備等保守点検 ○ 2 回 /年 4･9 月 委託業務

真空式温水機保守点検 ○ 3 回 /年 7・10・2 月 委託業務

浴槽循環ろ過器保守点検 ○ 3 回 /年 7・10・3 月 委託業務

給排水循環ポンプ保守点検 ○ 2 回 /年 7・12 月 委託業務

床暖房機器点検 ○ 2 回 /年 4・10 月 委託業務

植栽管理業務 ○ 2 回 /年 5・11 月 自主業務

浴槽水水質検査業務 ○ 4 回 /年 5･7・10･3 月 委託業務

空調機保守点検 ○ 12 回 /年 委託業務

施設損害賠償保険等の加入 ○ 通 年 委託業務

防火管理及び市営住宅との共同

防火管理に関する業務
○ 2 回 /年 5・11 月 自主業務

※１ 定期清掃内容：ワックス清掃、カーペットクリーニング、ガラス・サッシ清
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掃、照明器具清掃

その他 害虫駆除、受水槽清掃（水質検査含む）を実施。

※２ 空調用フィルター清掃、厨房排気ダクトフィルター清掃

   

３ 指定居宅サービスの実施に関する業務の具体的な計画

介護給付費算定の体制は、入浴介助・口腔機能向上・栄養ケアマネジメントで

す。他に個別機能訓練や時間延長サービスなどがありますが、利用者やご家族の

ご意見を伺いながら必要な体制を構築します。

【送迎サービス】

交通量の多い送迎時間帯。走行時は運転者の他に常時介助員が同乗しています。

乗降時の事故予防を始め、利用者の姿勢保持や車酔いなどの気分不快に目配りで

きる配置になっています。帰宅と同時に訪問介護サービスを依頼されているご家

族もありますが両サービスが途切れることのないよう、居宅介護支援センター等

と連携・協力して利用者保護と安全確保に努めます。

【健康チェック】

介護職員等による送迎中、施設到着後の様子観察やコミュニケーションから、

当日の体調を予見しながら看護職員による問診・血圧・脈拍・体温などの健康チ

ェックの結果、入浴の中止や静養、以後のバイタルの推移によってご家族と連携

した早期の帰宅、緊急受診などで対応しています。安全・安心なサービス提供に

取り組みます。

【入浴サービス】

家庭での入浴が困難な利用者も多く見受けられ、くつろげる場になることはも

とより、清潔の保持と皮膚疾患や外傷の有無に目配りした支援を心がけます。疾

患・外傷を認めた時はご家族への情報とその治癒に向けて連携して取り組みます。

【介護サービス】

人としての居場所づくりを念頭に、モニタリングやカンファレンスから課題を

抽出し、職員間で自立支援に向けた分析を行い、個別のよりよい支援策を検討し

ます。

【食事サービス】

嗜好調査や残滓調査を始め職員の意見や要望をもとに、利用者の意向に沿った

献立や味付けを心がけます。疾患から生じる栄養改善策の一つ栄養ケアマネジメ

ント、機能障害による摂食低下にも、可能な限り経口から摂取できる調理を提供

します。

月に一度の誕生会食を始め、日本に伝わる行事（国民の祝日・休日）に由来す

る行事食を提供して季節感を楽しめるサービスにも努めます。

【ADL 体操・レクリエーション・音楽的活動・創作活動・回想活動】

身体機能の減退予防から、ADL 体操や、趣味、心身を活性化させるカラオケや

将棋、トランプゲーム、手芸、工作、園芸等を行います。頭、目、耳、指、手足

などの五感を用いたグループワークは、生きがいと達成感を味わえる一時です。

【個別機能訓練】

   住み慣れた地域で在宅生活が継続できるよう専門職を配置し、生活機能の維

持・向上に資する効果的支援に努めます。

【利用者支援に係わる主な事業計画案】

月 内 容 目    的 対象者 効    果

４月 お花見 （桜 ） 百 花 繚 乱 、 咲 き 誇 る 花 の 下 で 間 食 を 楽 し む 利用者 社会的 活動

５月 こ い の ぼ り 見 学 健 や か な 成 長 を 願 う 人 の 心 に 共 感 し 間 食 を 楽 し む 利用者 社会的 活動
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花菖蒲 見学 水 面 に 咲 く 可 憐 な 姿 。 事 後 そ の 想 い を 作 品 に 仕 上 げ る 利用者 芸術的 活動

節句・ 菖蒲 湯 香 り 立 つ お 湯 で 季 節 感 を 味 わ い 、 リ フ レ ッ シ ュ す る 機 会 利用者 行事的 活動

家族食 事会 施 設 管 理 栄 養 士 等 、 地 域 包 括 と 連 携 し て 介 護 予 防 に 資 す る 家 族 家 族 支 援 及 び 啓 蒙 活 動
６月

紫陽花 見学 大 輪 の 姿 。 事 後 そ の 想 い を 作 品 に 仕 上 げ る 利用者 芸術的 活動

７月 七夕飾 り 伝 統 行 事 の 中 に 祈 り な ど 自 己 の 安 ら ぎ を 求 め る 利用者 行事的 活動

８月 夏祭り 仮 装 姿 の 利 用 者 と 職 員 。 外 分 も な く 演 じ き る 利用者 身体的 活動

９月 バラ鑑 賞 訪 れ る 老 若 男 女 と 共 に 咲 き 誇 る 花 を 家 庭 的 雰 囲 気 で 愛 で る 利用者 趣味的 活動

10 月 清新大 運動 会 さ ま ざ ま な 競 技 を 用 意 し 得 点 を 競 う 利用者 身体的 活動

家族食 事会 施 設 管 理 栄 養 士 等 、 地 域 包 括 と 連 携 し て 介 護 予 防 に 資 す る 家 族 家 族 支 援 及 び 啓 蒙 活 動
11 月

ﾌﾗﾜｰｱﾚﾝｼﾞﾒﾝﾄ 季 節 の 花 を 、 思 い 思 い に 生 け る 利用者 芸術的 活動

クリス マス 会 仮 装 姿 の 利 用 者 と 職 員 。 外 分 も な く 演 じ き る 利用者 身体的 活動

餅つき 大会 掛 け 声 と 杵 を 手 に し て 昔 日 を 想 い 帰 す 機 会 利用者 行事的 活動12 月

冬至・ ゆず 湯 匂 い 立 つ 季 節 感 を 味 わ い 、 季 節 の 到 来 を 感 得 す る 機 会 利用者 行事的 活動

１月 初詣 祈 願 を 込 め て 新 玉 を こ と ほ ぐ 気 持 ち を 求 め る 利用者 社会的 活動

２月 節分豆 まき 悪 霊 を 払 い 安 寧 を 求 め て 興 じ あ う 利用者 社会的 活動

３月 寒梅ツ アー 静 か に 咲 く 寒 梅 。 事 後 そ の 想 い を 作 品 に 仕 上 げ る 利用者 芸術的 活動

○ レクリエーション：身体を使った風船バレーや室内ゴルフ、頭脳を使った数字

並べ等、グループに分かれて機能向上を図ります。

○ 個別レクリエーション：カンファレンス、アンケートから将棋、トランプ、カ

ラオケ等好きなレクリエーションに参加して頂き、コミュニケーションと心肺・

嚥下機能向上を図ります。

○ 創作活動：入浴待ちの時間等は四季折々の創作活動に話が弾みくつろげる場と

します。

○ 音楽的活動：デイサービス独自で作り上げた歌本や、模造紙に書き出した歌詞

で季節に合ったリクエストを頂きながら全員で楽しめる場とします。

○ ADL・嚥下体操：思考を凝らした独自の体操を組み立て、上腕・下肢筋力の向上

と指の動きで脳の活性化を図り、リズムに合わせて軽快な動きの中で楽しく機能

向上を図ります。

○ 回想活動：輝いていた頃、楽しかった頃、家族との思い出等、当時の写真を持参

頂き、思い出に華を咲かせて一人一人の思い出を伝える場とし、コミュニケーシ

ョンの促進から利用者間のつながりを図ります。

【その他】

定期的なボランティアには、軽微・補助的支援を頂くボランティア、傾聴ボラ

ンティア、演奏活動や踊りのボランティアを始め、近隣小・中学校生徒の総合学

習・介護体験の受け入れなどから地域交流が広がっています。後進育成のための

介護実習、相模原市雇用促進事業である介護未経験者の受け入れは施設を知って

いただく機会にもなり、顔の見える施設、地域との関係向上に役立っています。

地域のサービス拠点となるためにも積極的に取り組んでいきます。

４ デイサービスセンターの利用定員

26 年 6 月より定員 27 人（4、5 月は 25 人）で運営しています。10 ヶ月間の 1
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日平均利用者は 25.23 人で前年同月比 1.2％増加しています。27 年度も定員 27

名で運営します。

５ 営業時間

9 時 20 分から 16 時 40 分で 7 時間以上 9 時間未満、営業日は現行どおり月曜日

から金曜日の週 5 日の営業とします。

  

６ 管理運営に関する業務の体制等

   施設には管理者をセンター責任者（相談員兼務）1 名、生活相談員（介護職員

兼務）1 名、看護職員 2 名、介護職員８名（機能訓練指導員兼務）で運営します。

さらに管理部門を主とする兼務職員に法人施設長（理事長兼務）、事務管理、経理・

人事、修繕設備管理、献立や栄養ケアマネジメントは管理栄養士が兼務。災害に

よる緊急時は法人部門が一丸となって取り組みます。

  職員体制

職 名 施設長
管理者

（ 生 活 相 談 員 兼 務 ）

生活相談員

（ 介 護 職 員 兼 務 ）
事務員 看 護 職 員 栄 養 士

人 員 兼 務 1 名 1 名 兼務２名 2 名 兼 務

職 名 介護職員 機 能 訓 練 指 導 員 その他 計

常 勤 非常勤
人 員

3 名 6 名
3 名（ 兼 介 護 職） 1 名 18 名

【職員の職種及び業務内容】

管理者：施設職員及び業務を一元的に管理します。

生活相談員：利用者及び家族の必要な相談に応じると共に、適切なサービスが

提供できるよう施設内サービスの調整等、居宅介護支援事業者等と

連携して必要な役割を担います。

看護職員：健康チェック等により、利用者の健康状態を把握し、必要な処置等

を行います。

介護職員：心身の状態等を把握して、利用者に対して適切な介護を行います。

機能訓練指導員：日常生活を営む上で必要な機能の減退を防止するため、必要

な機能の回復に取り組みます。

管理栄養士：身体状況、栄養状況を把握して、栄養ケアマネジメント及び摂食・

嚥下機能の向上支援、食形態に配慮した献立の作成と調理員の指導

を行います。

【サービスの実施内容】

①サービス提供時間：7 時間 20 分（9：20 ～ 16：40 ）

②定員：27 名

③サービス提供日：月 ～ 金（祝日実施）

         土曜日･日曜日及び年末年始（12 月 30 日～1 月 3 日）休業

【日課表】

8：30 出勤（常勤職員・非常勤介護員①早番）

ミーティング（利用状況・前日の課題・注意事項等の伝達周知）

8：35 送迎車出発
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9：00 出勤（看護師・非常勤介護員②）

9：15 送迎車帰着

9：20 サービス提供開始（朝礼）・お茶の提供

健康チェック（血圧・体温・脈拍・問診）

9：50 入浴（入浴の待ち時間に創作活動）

トイレ介助・体重測定

衣類の着脱介助・整髪・麦茶の提供

個別レクリエーション（創作活動・脳トレ・塗り絵・将棋など）

休養

11：55 食前の嚥下体操

12：00 昼食

配膳・食事介助・見守り・下膳・食前後の服薬の管理

口腔機能向上サービス・栄養改善サービス（必要に応じ加算サービス）

13：00 個別レクリエーション  

趣味・娯楽・談笑・創作活動・脳トレ

（カラオケ・トランプ・将棋・囲碁・手芸・編み物など）

14：00 介護予防者向け加算サービス「生活機能向上グループ活動」

（ガーデニング・テーブル拭き・縫い物・買い物・予定表作成・自己記

録作成）等

14：30 運動機能向上サービス（集団での体操提供）

15：00 機能訓練（集団でのレクリエーション提供）

15：40 おやつの提供（お茶・おやつの配膳・介助・見守り）

16：10 帰りの歌・音楽的活動・ミニゲーム等

16：40 終礼・帰宅準備・送迎車へ乗り込み

16：45 送迎車出発

17：00 退勤（非常勤介護員①②）

17：15 退勤（看護師）

17：25 送迎車帰着

ミーティング（当日の課題・反省・問題点等の伝達周知）

17：30 退勤（常勤職員・非常勤介護員③遅番）

７ 危機・安全・衛生管理等に関する考え方（利用者への安全確保、現金等の保管、

食中毒の防止、災害時の対応等）

交通渋滞による遅延は送迎車から逐次ご家庭への連絡とし、大雨･暴風雨（台

風）・降雪などによる営業の可否は前日又は当日早朝の天気予報をもとに判断して

各ご家庭に連絡します。営業中に予報を超える悪天候が予想される時、地震発生

時は震度と地域の被災状況を判断するため施設待機の後、交通事情やご家族の安

否確認後、ご自宅へ送迎します。又、相模原市中央区が震度 5 弱以上の場合は、

高齢政策課へ被災状況を報告することになります。

火災は日常の消防設備点検を怠らず万一の時は地域消防機関等への通報。いず

れも対応マニュアルと緊急連絡網、利用者連絡先一覧表を用意するなど防火管理

者を中心に安全確保に取り組んでいます。また、建物の性格上、可能な限り上階

の市営住宅居住者と連携して避難、救出、消火その他必要な訓練を実施するなど

近隣住民との体制づくりを推進するほか、夜間等の不審者の施設侵入には外柵を

設置したほか監視センサーが作動するシステムを構築していますが、万一に備え

て近隣住民との支援関係の構築を今後とも強化推進していきます。

   現金・書類等の管理は、現金は経理規程に定める額に止めて金庫に保管、鍵保

管者を指定し管理しています。サービス利用者が支払う利用料金の取り扱いは、
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KCS システムを利用した銀行口座引き落としとし、現金の直接的取り扱いはあり

ません。

   食中毒等感染症の防止は、簡易水質検査を始め受水槽清掃、浴槽濾過設備等点

検、害虫防除を行い設備機器による防止策を講じるほか、食中毒、インフルエン

ザ、結核、ノロウイルス感染症、腸管出血性大腸菌感染症、痂皮型疥癬、肺炎球

菌感染症、レジオネラ症、MRSA 感染症等については「高齢者介護施設に於ける感

染対策マニュアル」に沿って予防及び対応策とし、必要に応じて保健所と連携し

て取り組みたい。

   事故の発生に伴って施設にその責があると判断された時は、その損害の程度に

応じて賠償する任にあることを自覚して取り組みます。

８ 人材確保、採用計画等の考え方

①人材確保の考え方

欠員が生じないよう退職予定者を早めに把握し、定期採用あるいは随時採用

によって人員を確保します。職員の急な退職等については、非常勤職員のロー

テーション変更と法人全体からの応援で対応します。

  ②採用計画の考え方

職員の雇用は法人本部を通じて幅広く募集します。採用は適正、経験、能力

などを総合的に考慮し、一方的な年齢制限はもうけません。高齢者への保険福

祉サービスを提供する施設として幅広い年齢層によるサービスをめざします。

９ 人材育成及び研修体制の考え方人

①人材育成の考え方

採用職員には管理者・生活相談員が約 1 月間、運営理念や福祉職としての心

構え、利用者支援内容と業務の流れを学びます。このマンツーマンによる指導

をへて後、先輩職員とのローテーション勤務に入り、利用者一人ひとりの部面

ごと支援の内容と方途を約 3 月間段階的に学び必要に応じて管理者や相談員等

がアドバイスします。日常的業務の中で疑問等を感じたら言葉に出し、職員間

で再検討します。働きがいのある誇りをもって働ける職場には、職責や人間関

係、利害関係を超えた客観的な視点が必要です。解決の難しい問題は管理者、

相談員、必要時は施設長（理事長）に相談し解決します。これが働きやすい職

場づくり、結果として地域から信頼を得る最良な方法だからです。

② 研修体制の考え方

常勤職員・非常勤職員を問わず「介護の自己チェックシート」に従って当該

職員と到達度を評価。その後は自らが目標を設定して施設内研修（法人内研修

を含む）や施設外研修によるキャリアアップをめざしてより質の高いサービス

提供のために研鑽に努めます。こうした中で「介護福祉士」等の有資格者や取

得希望者が見られます。

№ 研 修 項 目 実施時期等

1 新入職員研修（随時） 随 時

2 倫理規定、法令遵守に関する研修 4 月

3 個人情報保護に関する研修 4 月

4 介護職員としての心構えに関する研修 8 月
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5 認知症の基礎理解及び認知症のケアに関する研修 9 月

6 結核・感染症予防と対策に関する研修 9 月

7 専門職と職業倫理関にする研修 11 月

8 介護技術に関する研修 11 月

10 職員の労働条件（想定する雇用関係、勤務体制（勤務時間、休日設定等）、業務内

容、必要な技能（資格・技能）等）

【職員配置】

職  種 人数 雇用関係 勤務時間 実働 資 格 等 主な担当業務

管 理 者 ・ 生 活 相 談 員 1 名 常 勤 兼 務 8：30～17：30 8.0 介護福祉士 施 設 職 員 及 び 業 務 を 一 元 的 に 管 理 す る

看護職員 2 名 非常勤 9：00～17：15 7.25 看 護 師・准 看 護 師 健 康 管 理 及 び 機 能 訓 練

生 活 相 談 員 ・ 介 護 職 員 1 名 常 勤 8：30～17：30 8.0

2 名 常 勤 8：30～17：30 8.0

介護職員
5 名

1 名
非常勤

8：30～17：30

8： 30～15：30

7.0

6.0

介護福祉士

・ ﾍﾙﾊﾟｰ 2 級

介護業務全般

盛付員 1 名 非常勤 10：00～16：00 6.0 調理員

【本部兼務職員】（清新デイサービスセンターにかかる業務は、勤務時間全体の 15％～25％）

職  種 人数 雇用形態 勤務時間 実働 資 格 等 主な担当業務

施設長 1 名 常勤兼務 9：00～18：00 8.0 全 体 管 理 及 び 職 員 の スー パ ー バ イ ズ

事務員 2 名 常勤兼務 9：00～18：00 8.0 事 務 管 理 、 経 理 ・ 人 事、 修 繕 設 備 管 理

栄養士 1 名 常勤兼務 9：00～18：00 8.0 管 理 栄 養 士 献 立 作 成 ・ 栄 養 管 理

.

常勤職員は午前 8 時 30 分から午後 5 時 30 分、看護師は午前 9 時から午後 5 時 15

分、非常勤介護職員は 8 時 30 分から午後 5 時 30 分の内 7 時間の変則勤務（休憩時

間はそれぞれ 1 時間）

1 日あたり配置員数は原則として、管理者兼相談員 1 名、相談員兼介護職員 1 名、

看護職員 1 名、介護職員 6～7 名、機能訓練指導員 1 名（介護職員兼務）、盛付員 1

名、計 10～11 名で運営します。

管理者・生活相談員、看護職員、介護職員等は、職種に応じてそれぞれに日々の

業務を行っていますが、管理者（生活相談員兼務）を中心に、看護職員を含む３名

が電話・窓口・施設見学者等に対応するなど常時一人以上の体制が整っています。

他方でより迅速な対応を図るため平成 22 年度において電話回線をアナログ回線

からＩＳＤＮ６回線に交換。電話設備も 1 台から 4 台に増設しています。
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  また、生活相談員が新規利用者の訪問調査に当たっています。

業務の一部について再委託を予定する場合には、その内容及び委託先の選定方法

委 託 業 務 業 者 名 備 考

日常清掃

定期清掃
㈱コンティ 随意契約

機械警備 神奈川中央警備保障㈱ 随意契約

自動ドア保守点検 ㈱神奈川ナブコ 随意契約

自家用電気工作物保守管理 関東電気保安協会 随意契約

電話設備等保守管理 日興テクノス㈱ 随意契約

真空式温水機保守点検 ㈱日本サーモエナー 随意契約

浴槽循環ろ過器保守点検 ㈱日本水処理技研 随意契約

給排水循環ポンプ保守点検 ㈲フリュード工業 随意契約

一般廃棄物収集運搬処理 ㈱清和サービス 随意契約

浴槽水水質検査 ㈱日本水処理技研 随意契約

空調機保守点検 ㈱リードマネジングオフィス 随意契約

床暖房機器点検 ㈱日管 随意契約

施設損害賠償保険等の加入 あいおい損害保険 随意契約

防火管理及び市営住宅との

共同防火管理に関する業務
㈱ウィッツコミュニティ

消 防 設 備 点 検 は 住 宅 課 の

指 定 管 理 者 と の 契 約

給食調理 ニッコクトラスト 随意契約

盛付員 ニッコクトラスト 随意契約

             

11 個人情報の取り扱いや施設の管理運営に係わる情報公開についての考え方

   利用者個人情報は、利用目的を定め、利用者とその家族から使用に係わる同意

書の交換、職員及び委託事業者からは「個人情報に関する契約書｣「個人情報に関

する誓約書」を取り交わし、その取り扱いについては定期的に周知しています。

介護支援に係わる資料や記録は個人別にファイルし散逸しないよう注意しながら

書庫･書棚等に保管。施錠管理して第三者に散見されることのないよう努めます。

   上記の個人情報保護及び情報公開にあたっては、個人情報保護に関する法律及

び相模原市個人情報保護条例に則って締結する協定書、指定管理者の業務に係る

情報公開は相模原市情報公開条例に則って締結する協定書を遵守し、いずれも所

管部課の求めに応じて適切な措置を講じます。

12 施設利用者の意見聴取とその反映方法

   朝夕の送迎時、家庭での様子や変化についてお伺いし、当日の支援が的確に行

えるよう努め夕は施設での様子を口頭または連絡帳によって共有して意見聴取す

るほか、サービス担当者会議や施設独自の満足度調査、かながわ福祉サービス振

興会主催の調査を活用しています。こうした意見は昼夕のミーティングや連絡ノ

ートで周知。組織的取り組みや問題解決に向けた原因と背景が苦情となる内容は、

就業後に苦情の内容を検討・分析して以後の予防策を立案。この予防策等を書面
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で利用者・ご家族に提示して苦情処理とします。

利用者に満足いただけるサービスとは何かを心に、日々努めます。

13 地域や他団体との連携に係わる考え方

   地区自治会連合会、地区社協、地区民生委員、老人会、各種ボランティア 7 団

体、居宅介護支援センター５事業所、グループホーム、市関係機関で構成される

地域ケア会議。開催日に参加して情報提供のほか他団体・他機関の情報収集に役

立てています。又、相模原市高齢者福祉施設協議会の単独デイサービス部会や管

理者部会に出席。この情報収集から地区・各種団体の悩みや課題が推察され、施

設運営の一助にします。

こうした関係性から地区行事（例：夏祭り等）には積極的に参加し利用者・ご

家族との交流や広報に役立てています。

14 地域包括支援センターの業務との協力、連携に係わる考え方

   支援センターは事務室エリアを同じくしています。業務内容を超えた連携は、

建築図面上区分されている事務室を始め、面接室や休憩室の利用、TV 等機器の視

聴、サービス中に生じる利用者の特にカラオケやレクリエーション時の声高な状

況は両者の努力と調整によって運用が可能となります。出退勤時の空調機器や床

暖房等機器備品、非常監視センサー、玄関戸の施錠なども両者の協力と信頼関係

なしには成り立ちません。協力関係不十分さから盗難や火災等が生じた際は両事

業所の関係が崩れ、利用者の心理的影響も図り知れません。

こうした連携の必要は他に、支援センターが高齢者の総合相談窓口としての役

割を始め数多くの能力をもった専門職制にあります。関係性には高齢者支援のた

めの相談や意見交換から職員のスキルアップが図られ、利用者に必要な福祉サー

ビスや在宅支援のための情報取得が迅速に行われるなどの有為なものがありま

す。要支援者・要介護者の中には支援センターを窓口として利用される方々も多

くいます。こうした方々の利用中の様子はセンター職員にとって当該利用者の生

活状況と ADL 観察の場となってセンターに居ながら状況把握ができます。

共に連携して施設の運営または維持管理の一翼を協力・分担し、危機管理、安

全管理、衛生管理、環境管理をより推進していきたい。
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平成 27 年度 高齢者支援センター事業計画書

包 括 名 清新高齢者支援センター 管理者名 高橋 知子

職員定数 常勤 4 人・非常勤 2 人

実員（平成 27 年 4 月 1 日現在）

常勤 4 人・非常勤 2 人

（要支援介護予防プランの必要人員）

常勤   人・非常勤   人

１）担当地域内人口

お よ び 高 齢 者 人 口

等

平成 27 年 1 月 1 日現在住民基本台帳人口

担当地域内人口  ２９，９２１人

高齢者人口    ５，３５０人（高齢化率 17.9％）

２）担当地域の特徴 旧相模原市のほぼ中央に位置し、大規模な区画整理事業が行

われた。マンション建設等で人口も増加し、世帯数は 1 万 4 千

世帯を超えています。地区内には 16 の自治会、11 のサロン、

10 の老人クラブがありサロン･ボランティア活動の活発な地域

です。

３）地域住民（高齢

者や家族等）の特

徴・生活傾向など

高層住宅建設が進み若年層の転入が多く、核家族化に伴う高

齢者世帯や単身者世帯の増加が著しい地域です。

また風土的には地域意識がなお強く残る所です。

民生委員

関係構築を図りながら個別の相談についても関係機関と連

携が図れています。6 ブロックでの民生委員・包括職員との会

議を開催、情報共有、事例検討を行っています。

地区社協

地区社協会員として総会、サロン連絡会、公民館祭り、敬老

会などに参加して高齢者支援を行っています。今後も継続して

連携を図ります。

市関係機関

運営協議会及び高齢者相談課等に協力を仰ぐなど、必要時は

連携を深めるなど、組織的な相談支援体制の強化を図っていき

ます。

ケアマネジャー

地域ケア会議やケアマネ交流会で、在宅でのサービス利用状

況と、その後の報告等から、困難ケースには同行して共に支援

し、互いに顔の見える関係が構築されています。ケアマネジャ

ーが抱えこまないで一緒に考えていける関係づくりの強化に

努めます。

４）関係機関等との

関 係 や 連 携 の 状

況

介護サービス事業者

ケアマネネットワーク、相模原市高齢者福祉施設協議会等と

連携して、利用者サービスの支援体制を整え、見守りの一助を

担っていただいています。より連携を深めて地域支援を行いま

す。
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医療機関他

高齢者世帯での家族対応困難支援の相談など医療機関（MSW

含む）、サポート医等との関係構築を進め、生活に必要な情報

を得て協力し、受診同行、退院時カンファレンス参加等、ご本

人に添った支援しています。

高齢者情報誌、清新包括便を継続して設置させていただき積

極的に関わっていきます。

高齢者自主グループ（いきいきサロン 等）

地区内 11 カ所で開催されているサロンに参加、課題解決に

資する情報交換、情報提供、相談支援など交流の場を広げます。

自治会

地域福祉を考える会に参加していただき、情報共有や包括事

業開催時は自治会館の使用とチラシ掲示や回覧などの協力を

得ています。地域福祉を考える会を通じ、更に関係構築と連携

を図ります。

老人クラブ

地区内 10 カ所ある老人クラブの会長に声掛けし、地域ケア

会議、地域福祉を考える会を通じ、更に関係構築と連携を図り

ます。

ボランティア団体

活動しているボランティア 5 団体、ちょこっとボランティア

活動への橋渡し的役割を担っていきます。

５）地域住民グルー

プ 等 の 活 動 状 況

と連携・支援の状

況

その他

各団体より地域介護予防事業への協力を得ています。清新自

主防災委員会、まちづくり会議に参加、協力しています。更に

包括業務の周知に努め、地域の各機関や事業所の協力を仰ぎな

がら、地域の見守り体制の強化を図ります。

★平成 26 年度の高齢者支援センター事業の課題（前年度を振り返って）

・地域の方々はもとより関係機関への清新地域包括支援センターの周知度も

年々上がっているが、依然として周知されていない面も見受けられるため PR の継

続は必要です。

・地域と関わりが薄い方々の状況をどう把握し、どこからの情報提供が可能か、

連絡先マグネット、ご近所見守り気づきのシートを活用しながら検討していきま

す。

★平成 27 年度運営方針に基づく取り組みから

１高齢者支援センター基本目標

・高齢者が住み慣れた地域で自分らしくいきいきと暮らせることを支援します。

・迅速・柔軟・ていねいな地域相談窓口を目標に運営します。

２高齢者支援センター事業目標（重点目標）

１）高齢者支援センターとしての目標

・地域密着型の高齢者支援センターを目指します。
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２）総合相談支援業務の充実を図るための目標

・三職種はもとより、職員全体のスキルアップを図り、相談者の立場に立った

総合的な

視点からアセスメントを行い、適切なサービスに繋げます。

３）認知症の人及びその家族への支援の強化を図るための目標

・認知症サポーター養成講座（キッズ）を引き続き開催し、家族とともに高齢

者を地域全体で支える体制作りに努めます。

又、介護家族の会を開いて、介護者間の輪が生まれるよう支援します。昨年

度より地域の

有志の方より自宅を提供していただいているが、今年度も個人宅を会場に、よ

り身近な場で

教室を開催するとともに教室に参加出来ない介護者宅訪問も検討します。

４）地域ケア会議の充実を図るための目標

・多職種の連携をより強化し、地域情報交換の場として活用し、高齢者の見守

り活動など

支援します。

５）在宅医療・介護連携の推進を図るための目標

・地域の医療及び介護資源の機能等を把握し、医療機関との連携に努め、医療

と介護にわたる様々な支援を包括的・継続的に行ないます。

６）介護予防の推進を図るための目標

・高齢者の要介護状態となる事を予防し、自己実現のための取組みを支援する

とともに、生活の質の向上を目指します。

★個別事業計画（特に強化、工夫等を行う内容を記述する）

１ 総合相談支援

（１）在宅介護等に関する総合相談

高齢者が安心して住みなれた地域で暮らせるようアセスメントを行い、ニーズ

に合ったフォーマル・インフォーマルサービスが利用出来る為の情報を提供し、

支援します。

（２）要援護高齢者等の実態把握業務及び支援業務

民生委員はじめ地域の方々との見守り体制づくりを強化し、独居・高齢者世帯

等の実態把握を行い、個人情報シートを作成して必要な支援を行います。

（３）保健福祉サービス等の申請代行

総合的なアセスメントを行い、高齢者福祉サービスの適切な利用に繋げられる

ような申請代行に取り組みます。

（４）地域住民グループ支援事業
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○ 別紙「高齢者支援センター事業年間実施計画書」に記入してください。

  

（５）電話訪問等による見守り業務

一人暮らし高齢者の生活状況、健康状態の確認と緊急時の早急な対応に努めま

す。

２ 介護予防ケアマネジメント

（１）二次予防事業対象者

（１）-ア 対象者への面接

（１）-イ アセスメント結果の共有

・対象者本人とアセスメント結果の共有に努め、介護予防の活動について説明し

ます。

・センター内で情報共有と意見交換を行い必要な支援を検討します。

（１）-ウ 適正サービスの紹介

本人の意向を尊重しつつアセスメント結果に基づく地域のインフォーマル、フ

ォーマル事業サービスを紹介します。

（１）-エ モニタリングの実施

介護予防と活動に参加する方々へのモニタリングを実施し、必要に応じて再ア

セスメントを行います。

（１）-オ 再アセスメントと、結果に基づく適正サービスの紹介

再アセスメント結果により介護予防に向けた情報を提供して活動への参加を促

し、包括的なケアマネジメントを行います。

（２）要支援 1・2 のケアマネジメント

高齢者が要介護状態となる事を予防するため、適正なケアマネジメントを行ない

ます。

給食サービスに係るアセスメント

ADL・IADL 等アセスメントを行い、安定した栄養状態の確保が出来るよう支援しま

す。

３ 権利擁護に関する相談支援

（１）権利擁護の観点からの支援が必要と判断された場合における適切な支援

対象者の状況把握に努め、センター三職種の専門性を活かして関係機関との連

携を図り、権利擁護の啓蒙と進展に努めます。

（２）高齢者虐待への対応

職員の専門性を活かした課題分析票等に基づき、面接によるアセスメントを行

います。
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地域での見守り体制をより強化し、早期発見・早期対応が出来るよう努めます。

又、関係機関との連携を図り、支援方針に沿った対応を行います。

（３）成年後見の普及と活用支援

認知症高齢者や判断能力が不十分な方が、安心して地域で生活できるように、

成年後見制度の普及、活用の為の講座を開催します。

４ 包括的・継続的ケアマネジメント支援

（１）地域の介護支援専門員との連携

（１）-ア 地域の介護支援専門員のネットワークの活用（包括・ケアマネ交流会）

ケアマネ交流会を通じて相談しやすい関係作りに努めます。

（１）-イ 地域の介護支援専門員に対する支援

支援困難ケースに関しては、ケアマネが一人で抱え込まないようにケース検討

会議等を通じて情報を共有し、支援体制の強化を図ります。

５ 多職種協働による地域包括ネットワークの構築

（１）地域における包括的・継続的ケアの推進（地域ケア会議）

○ 別紙 「高齢者支援センター事業年間実施計画書」に年間予定を記入してくだ

さい。

①個別事例

事業実施目標 ・参加者に個別事例検討に慣れてもらい活用していく。

今年度のテーマ ・個別事例を通じて地区課題の実態を知る。

[計画回数] 14 回計画回数と

主な内容 [内容]

1 回目：地域福祉を考える会（地区課題を検討）

2 回目：地域ケア会議

（地域福祉を考える会の結果を踏まえた話し合い）

3 回目：地域福祉を考える会（地区課題を検討）

4 回目：地域ケア会議

（地域福祉を考える会の結果を踏まえた話し合い）

参加団体
自治会、老人クラブ、民生委員、市・地区社協、ボランテ

ィア団体、

福祉事業所、6 地区のブロック代表、地域住民、行政等

②地域づくり

事業実施目標 ・地域を細分化した 6 地区で個々の課題を話し合い必要時に

地域ケア会議と連動し支援を構築。

今年度のテーマ ・会議を通じて地域の実情を知る。

計画回数と [計画回数] 14 回
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主な内容 [内容]

1 回目：地域福祉を考える会（地区課題を検討）

2 回目：地域ケア会議

（地域福祉を考える会の結果を踏まえた話し合い）

3 回目：地域福祉を考える会（地区課題を検討）

4 回目：地域ケア会議

（地域福祉を考える会の結果を踏まえた話し合い）

参加団体 自治会、老人クラブ、民生委員、市・地区社協、ボランテ

ィア団体、

福祉事業所、6 地区のブロック代表、地域住民、行政等

③その他

事業実施目標
・地域の高齢者が要介護状態にならないために自主グループ

を立ち

上げる。

今年度のテーマ ・高齢者が外に目を向け活動する場を作る。

[計画回数]  （※随時）回計画回数と

主な内容 [内容]

1、2、3 回目：随時

参加団体 自治会、老人クラブ、民生委員、市・地区社協、ボランテ

ィア団体、

福祉事業所、6 地区のブロック代表、シニアスタッフ、地域住

民等

（２）地域医療関係者との連携

（３）地域ケアサポート医との協力体制

（４）地域の担い手の発掘と育成

６ 情報提供および啓発

（１）積極的な情報提供及び啓発活動

地域の行事に積極的に参加、情報提供、地域情報誌や清新包括便を配布、より

一層の啓発活動に努めます。

（２）高齢者支援センターの認知度向上に向けた取組み

高齢者情報誌を地域へ配布。毎月行なわれているサロンや行事に参加、情報提

医療関係者（MSW・担当看護師）との連携、利用者の病状把握、情報の共有を図

り、在宅生活を支援します。

サポート医との顔の見える関係づくりに努め、医療と介護が一体となって提供で

きるよう、利用者への支援体制の構築を図ります。

意欲がありながら埋もれている人材発掘に努め、活動への協力をお願いし、イベ

ント等に  参加していただきながら育成に努めます。
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供や相談を受けながらセンターの認知度向上に繋げます。

（３）高齢者地域情報誌等の作成（高齢者地域情報誌及び、包括独自の広報誌など）

【作成部数：５，０００部】

・地域の意見をいただきながら地域に沿った情報収集を行い作成します。

・清新包括便を作成（年 4 回）。

（４）家族介護教室の開催

○ 別紙「高齢者支援センター事業年間実施計画書」に記入してください。

７ 市が主催する各種事業への協力

（１）地域介護予防事業との連携

地域介護予防事業を地域で開催するにあたり、参加者への声かけ等協力体制を

整え、シニアスタッフの協力を得て事業が円滑に行なえるよう努めます。

（２）その他各種事業への協力

自主グループ（清新ご近所みまもり活動推進委員会、麻雀教室、体操教室）の

活動に協力します。

８ 中立性・公平性の確保

○介護予防ケアプラン

【直営分】

情報提供を行い、本人の希望や意思を尊重し目標に沿ったケアプラン作成に努

めます。

【委託分】

本人の希望や意思を尊重し委託先を検討、目標に沿ったケアプラン作成するた

めの情報提供や声掛けをします。

９ 個別事業計画の１～６の項目では表現できなかった点

（高齢者支援センター独自の活動等について）

個人宅の協力の下に家族介護教室を行ない介護者同士の話しやすい教室を開

催、参加できない方へは訪問します。

10 地域包括支援センターの業務推進体制等について

（１）職員の資質向上及び連携強化を図るための具体的な取り組みなど

積極的な研修参加、報告を行ない、事例検討を実施し、三職種の専門性を活か

し、互いに助言を行い、相互のスキルアップを図ります。

（２）運営管理体制の強化（苦情等への対応、文書等の処理・管理、個人情報の管理、

PDCA サイクルの推進、地区中心部への事務室移転、分割した圏域への対応）に向

けた具体的な取り組みなど

・苦情等への対応

センター内で速やかに情報の共有化を図り、改善策等の取り組みに努めます。

・文書、個人情報管理

個人毎のファイルに常に収納するなど、資料の散免防止に努め、業務を適正
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に進められるよう保管します。また市の指定に従い管理します。

・ＰＤＣＡサイクルの推進

月１回の定例会において業務の振り返り、情報共有を行ないます。

・事務室移転について

利用者が相談しやすく、来所しやすい場所への移転をします。

11 その他

・指定介護予防支援業務の実地指導結果

   平成 26 年度実地指導の実施  あり ・ なし  

※「あり」の場合には、指導結果写しを添付すること。
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平成 27 年度ケアハウスはあとぴあ事業計画

１ 入居定員 30 名

２ 職員定員 13 名（常勤 6 名、非常勤 7 名）

３ 事業目標

（１）居宅生活において、安心できる日常生活が営まれるよう支援します。

（２）介護が必要な方については、適切なサービスが受けられるよう支援します。

高齢化に伴い入居者の身体機能低下は避けられない状況にあり、保証人と

連携して必要な介護サービスによって、安定した生活の維持に努めます。ま

た、夜間における急病等は併設施設の協力が不可欠になり、入居者情報・連

絡先・保険・処方医薬・既往歴等の整備を行います。

４ 入居者処遇

  目 標：日常生活全般にわたる状態を把握して、継続的な自立支援ができるよう

保証人と連携して行政機関・医療機関等の支援を求め、安心した生活が

営まれるよう支援します。

（１）個別支援の充実

   ①レクリエーションを通した余暇活動の充実

②要介護者の心身の安定を図り安心できる介護サービス利用の支援

③保証人との連携を密に継続的な居宅生活維持のための支援

④併設施設との連携による健康相談と助言

（２）入居者懇談会の支援

   ①入居者の意見・希望が発言できる場の提供（年４回）

   ②行事等の企画運営に対する支援

（３）食の嗜好調査に対する支援

   ①バランスのとれた献立作成及び提供

栄養等のバランスに留意し、入居者の嗜好にそった提供を目標に努めます。

   ②特別食（療養食）の提供及び相談・助言

（４）事故防止

   ①予防策に重点を置いた助言

週２回の予防体操をさらに充実させ、筋力維持に努めます。

また、清新高齢者支援センターが実施する転倒骨折予防への参加を呼びか

けます。

②事例による個別指導

③食中毒まん延防止に対する検討・周知

生食に対する指導を実施し、体調管理を呼びかけます。

（５）苦情

    制度を周知して迅速に対応します（苦情から学ぶ支援方法の検討・見直し）。

（６）高齢者虐待防止と人権擁護

    心理的虐待・身体的虐待を周知します。

（７）職員研修

① 入居者支援情報の交換と共有

② 部会等での情報交換

③ 専門性能力の向上
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５ 健康管理

（１）感染症の予防・防止

   ①健康診断と予防接種の実施

②感染症予防・防止の周知

職員の指導により手洗い講習、感染性流行時期による予防対策を指導、実

施します。

（２）日常の体調管理及び、受診と連絡調整

    疾病により搬送が必要な場面が多く保証人と常に情報を共有して連携しま

す。

（３）緊急時に要する個別情報の整備

（４）入居者居室内点検及び助言

６ 防災訓練

人命の安全、被害防止のために災害予防対策をたて、入居者と職員が一体となっ

た消防訓練、指導の徹底を図ります。

（１）避難訓練の実施と教育（年 2 回）

（２）災害予防に対する居室内点検

７ 生活表

   朝  食  ７：５０より

   外出支援  ９：００より

   入  浴  １０：００～２１：００（小浴室）

   昼  食  １１：５０より

   クラブ活動 １３：００～１６：００

   入  浴  １３：００～１７：３０（大浴室）

   夕  食  １７：５０より

８ 職員体制

職 名 施設長 事務員 生活相談員 介護職員 管理栄養士

人 数 兼 務 兼務 2 名 1 名 1 名 兼 務

職 名 宿直員 清掃員 調理員 合 計

人 数 4 名 2 名 1 名 13 名

９ 行事計画等

  入居者懇談会の意見により季節ごとに随時行います。

10 資金計画

  別紙 収支予算書のとおり

担当者 各担当内訳

施設長 指揮官

事務員 避難誘導・消火

生活相談員 連絡・非常持出

介護職員 救助


